
 

令和元年度 第３回 保倉区地域協議会 

 次 第 

 

日時：令和元年８月２７日（火）午後６時～ 

会場：保倉地区公民館 １階 研修室 

 

 

 １ 開  会 

  

  

 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

 

 

 

 ３ 議  題 

   【自主的審議事項】 

地域の安全・安心について 
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 ５ 閉  会 

 



 
資料№１ 

 

これまでの自主審議の経過について 
 

平成 30 年度 

月 日 会議名 内  容 

7 月 30 日 第 2 回地域協議会 自主的審議事項・地域の課題について協議 

8 月 3日～24 日 地域の課題について、地域協議会委員へのアンケートを実施 

9 月 10 日 第 3 回地域協議会 委員から提出いただいた地域の課題につい

て 4つのテーマ「①教育環境」「②人口減少・

少子高齢化」「③地域の安全・安心」「④地域

の活性化」に分類し、それぞれのテーマに

ついて協議 

10 月 12 日 第 4 回地域協議会 4 つのテーマについて、それぞれ協議の結

果、「地域の安全・安心について」を優先的

に協議していくことに決定 

11 月 5 日 第 5 回地域協議会 第 4 回地域協議会にて「地域の安全・安心

について」を優先的に協議するこことした

が、その前段として、再度、4つのテーマに

ついて協議 

12 月 10 日 第 6 回地域協議会 自主的審議事項「地域の安全・安心につい

て」協議 

2 月 5日 第 7 回地域協議会 保倉地区振興協議会との意見交換の内容等

について協議 

3 月 15 日 保倉地区振興協議会との意見

交換会 

「地域の安全・安心について」保倉地区振

興協議会の役員と意見交換(振興協議会 24

名、地域協議会 12名、計 26名出席) 
 
令和元年度 

月 日 会議名 内  容 

4 月 23 日 第 1 回地域協議会 保倉地区振興協議会との意見交換会の結果

について検証・協議 

 

○今後の自主的審議の進め方について 

事務局案： 

① 自主的審議事項「地域の安全・安心について」さらに優先的に協議する内容を絞り込み、

課題解決に向けた協議を行うとともに関係団体等から意見を聴取(意見交換会の実施)。 

② 関係団体等の意見聴取後、課題を整理し、内容によっては、市担当課等の取組について

確認し、再度課題解決に向けた協議を実施する。 



自主的審議事項「地域の安全・安心について」 

■平成 30年度地域協議会で出た意見（太字は保倉地区振興協議会との意見交換会で出た意見） 

区分 № 項目 意見 

１ 

災
害
対
策 

① 保倉川流域の浸水被害 

・洪水となった場合の危険の内容や対策について学ぶ必要があ

る。 

・保倉川の水の流れを良くするために、川沿いの雑木を伐採し、

流れているごみが引っ掛からないようにするべきである。 

・保倉川放水路のルートが決まらないと桑曽根川や谷内川等の

改良改修が進まない。大雨の際にすぐに満水になり、水害の

恐れがある。 

② 災害時の情報発信 

・避難放送が流れても、他人事と捉える人がいる。 

・災害時の情報発信の在り方について検討する必要がある。 

・それぞれの地域において避難の仕方等、防災アドバイザーか

らアドバイスを受ける機会があると良い。 

③ ため池決壊時の対応 

・豪雨時の対応について、地域で話し合いをしておくことが重

要である。 

・青野池は民家が近くにあるため、決壊すると非常に危険であ

る。早期にハザードマップの作成が必要ではないか。 

④ 
地域消防団への支援活

動 

・消防団員は、勤務されている人が多いため、日中に火災が発

生した際は自主防災組織も消火活動に参加できるような工夫

が必要。 

・町内に自主防災組織があるので、自主防災組織でも消防積載

車の操作を行っても良いということにできないか。 

・自主防災組織が消火活動に参加できるよう、けが等に備え町

内会で保険に加入したら良いのではないか。 

・緊急時に備え、防火水槽や消火栓のまわりを除雪するなど、

消火活動以外での支援ができるのではないか。 

２ 

防
犯
対
策 

⑤ 保倉地区内の防犯対策 

・犯罪を未然に防ぐ抑止効果を得るため、防犯カメラの設置や

見守り活動等の防犯対策が必要。 

・子どもの通学路や人通りの多いところに防犯カメラを設置し

てはどうか。 

・防犯カメラの設置には、プライバシーの問題について地域住

民の理解を得ることと、維持管理について明確にすることが

必要である。 

３ 

緊
急
時
対
応 

⑥ ＡＥＤの設置 
・公共施設やコンビニなどＡＥＤが設置してある施設が近くに

ない町内では、緊急時の対応が遅れてしまう。 
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